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１．はじめに

　神奈川県には、２００３（平成１５）年３月末現在で、５１８ヶ所

の源泉が存在し、その湧出量の合計は３７６２７．５Ｌ/ｍｉｎで

ある。なかでも、箱根町の温泉は、源泉数２８５、湧出量

２２８０７Ｌ/ｍｉｎと、神奈川県の温泉の約６割を占めている

（神奈川県生活衛生課、２００３）。

　当所では、温泉保護及び箱根火山の活動監視の目的で、

１９６８（昭和４３）年以来、箱根火山の温泉について定期的な

観測調査を行ってきた。

　１９８９年までの観測結果については、広田ら（１９６９、

１９７０、１９７１、１９７２、１９７３、１９７４、１９７５、１９７６、１９７７）、広

田（１９７８）、粟屋ら（１９７２）、小鷹ら（１９７３）、小鷹（１９８０）、

大山ら（１９８０、１９８２、１９８５）、平野ら（１９８８）、杉山ら（１９９３）

の報告書にまとめられている。しかし、１９９０（平成２）年

以降については、１９９３（平成５）年の結果の一部について、

大山（１９９５）が報告しているのみである。本資料では、１９９０

（平成２）年から２００２（平成１４）年までの、箱根火山におけ

る温泉の温度、湧出量及び水位の観測結果について報告

する。
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図１　箱根温泉の泉質分帯図
　　　第�帯：酸性硫酸塩泉、第�帯：炭酸水素塩硫酸塩泉、
　　　第�帯：塩化物泉、第� 帯：塩化物炭酸水素塩硫酸塩泉（混合型）
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表１　箱根温泉の泉質の分帯

図２　観測井の位置
　　 （①：湯本、②底倉、③：宮ノ下、④木賀、⑤：姥子、⑥：芦之湯、
　　　⑦：湯ノ花沢、⑧：小涌谷、⑨：強羅、⑩：久野、★：箱根町消防本部）

表２　観測対象の温泉井
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２．観測井の概要

　箱根火山の温泉の泉質は多様であるが、その成因から、

陰イオンを基準にした４つの泉質に分帯できる（表１、図

１、Ｏｋｉ ａｎｄ Ｈｉｒａｎｏ、１９７０）。観測の対象とする温泉井

は、箱根の代表的な泉質の温泉を網羅できるよう選択さ

れている（表２、図２）。

２．１．湯本

　湯本温泉の湯本第３号及び第９号は、箱根火山の基盤

岩類（早川層群、湯ヶ島層群）中から湧出している。泉質

は、アルカリ性単純温泉であり、泉質の分帯では、第Ⅳ

帯に属する。

　なお、泉質の分帯は、主要な陰イオンの含有量の比率

で区分されている。また、療養泉の泉質名は、鉱泉分析

法指針に基づき、溶存物質量、泉温、特殊成分の含有量

などにより決定される。このため、泉質の分帯と泉質名

とは、必ずしも一致しない。

２．２．底倉、宮ノ下

　底倉の温泉（温泉村第２８･２９号混合、第３０号、第６３

号及び第６８号）は、蛇骨川の右岸に沿って自然湧出して

おり、蛇骨湧泉群と呼ばれている。箱根の中央火口丘東

麓には、早雲山の地下数百ｍから三方向に向かって、高

温のナトリウム－塩化物泉の流れがある（第Ⅲ帯）。その

うち、最も南側の流れの末端に、蛇骨湧泉群は位置して

いる。これらの湧泉は、中央火口丘泥流堆積物の露頭の

上部から湧出している。

　宮ノ下温泉の温泉村第５０号は、三日月湯とも呼ばれて

おり、蛇骨湧泉群よりも、さらに第Ⅲ帯の流れの末端に

あたるナトリウム－塩化物泉である。

２．３．木賀

　木賀温泉の宮城野第６号は、第Ⅲ帯の三方向の流れの

うち、中央の流れの末端付近に位置し、中央火口丘溶岩

類の基底部から湧出する温泉であるが、泉質の分帯では

第Ⅳ帯に区分され、泉質は単純温泉である。

２．４．姥子

　元箱根第４号は、神山山崩堆積物の露頭から湧出する

硫酸酸性（第Ⅰ帯）の自然湧泉である。主な湧出口は二つ

あり、露頭に向かって右側を岩風呂、左側を水晶風呂と

称している。この湧泉の湧出量は、降水量に左右され、降

水量の少ない冬期には枯渇し、降水量が増加すると湧出

を始める。元箱根第２０号は、深さ６０ｍの井孔で、第Ⅰ

帯の酸性硫酸塩泉に分類される。しかし、療養泉の区分

では、元箱根第４号、第２０号ともに単純温泉である。

２．５．芦之湯

　芦之湯第１号は、仙液湯とも呼ばれる自然湧泉である。

芦之湯第９号は、深さ７０ｍの井孔からエアリフトポン

プで揚湯される。泉質は、両源泉とも、含硫黄－カルシ

ウム・ナトリウム・マグネシウム－硫酸塩泉であり、泉

質の分帯では、第Ⅱ帯の炭酸水素塩硫酸塩泉に区分され

る。

２．６．湯ノ花沢

　湯ノ花沢湧泉は、温泉としては未登録であるが、駒ヶ

岳の東斜面に湧出する自然湧泉で、泉質は、酸性－含硫

黄－アルミニウム－硫酸塩泉である。泉質の分帯では、

第Ⅰ帯の酸性硫酸塩泉に区分される。

２．７．水位観測をした温泉井（小涌谷・強羅・久野）

　温泉井の水位観測は、温泉村第１３３号、宮城野第１１８

号及び久野観測井の３ヶ所で行った。

　小涌谷の温泉村第１３３号は、掘削深度２９４ｍの井孔で、

現在は利用されていない。泉質はアルカリ性単純温泉で

あり、泉質の分帯は第Ⅳ帯に区分される。

　強羅の宮城野第１１８号は、掘削深度４３１ｍ、泉質はナ

トリウム－塩化物泉であり、泉質の分帯では、第Ⅲ帯に

分類される。

　久野観測井は、１９７１（昭和４６）年に、当所が地質調査の

ために掘削した掘削深度３００ｍの井孔で、宮ノ下温泉の

対岸（早川の左岸）に位置する。温泉は、湯ヶ島層群の割

れ目に胚胎されており、泉質の分帯では、第Ⅳ帯に区分

され、泉質はナトリウム－塩化物泉である（小鷹ら、

１９７２）。なお、久野観測井は、温泉としての登録はされ

ていない。

図４　湯本温泉の湧出量経時変化（▲：湯本第３号、
　　　○：湯本第９号 ) と箱根町小涌谷の降水量

図３　湯本温泉の泉温経時変化 ( ▲：湯本第３号、
　　　○：湯本第９号 ) と箱根町小涌谷の降水量
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３．観測結果

　観測は、温度、湧出量、水位の３項目について、各源

泉で実施可能な項目について行った。観測の間隔は、原

則として一ヶ月毎としたが、源泉によっては、一ヶ月に

数回の観測を実施した年もある。

　各温泉井の観測結果を、付表１から付表７に示した。

３．１．湯本

　湯本第３号及び第９号について、泉温の経時変化を図

３に、湧出量の経時変化を図４に示した。併せて２００２年

１２月までの箱根町小涌谷（箱根町消防本部）における月

別降水量を示した。なお、以降の図に示した降水量も、同

様に箱根町小涌谷のものである。

　泉温については、両源泉ともに、降水量が増加すると

低下する傾向が見られた。また、湧出量については、湯

本第３号は、降水量が増加すると湧出量も増加する傾向

が認められた。湯本第９号については、湧出量のデータ

が少なく、降水量との関係は不明であった。長期的には、

泉温、湧出量ともに横ばい傾向であった。

３．２．底倉、宮ノ下

　底倉の源泉（温泉村第２８･２９号混合、第６３号及び第６８

号）の泉温及び湧出量の経時変化を図５～６に示した。

なお、温泉村第３０号は、１９９２（平成４）年から２０００（平成

１２）年までの間、記録計により泉温の連続観測を行って

きたが、月毎の最高、最低の泉温及び毎０時の平均値を

付表２－２に示した。

　底倉の各源泉は、泉温、湧出量ともに、降水量によっ

て季節的な変化を繰り返しながら、年々低下する傾向が

見られた。各源泉の泉温について、最小二乗法により回

帰直線を求めたところ、温泉村第２８･２９号混合泉は

－０．５℃/ 年、温泉村第６３号は－１．４℃/ 年、温泉村第６８

号は－１．５℃/ 年の変化を示した。

　宮ノ下の温泉村第５０号について、泉温及び湧出量の経

時変化を図７～８に示した。底倉の源泉と同様に、降水

量による季節変化を繰り返しながら、温度、湧出量とも

年々低下していたが、近年は横ばいの傾向にある。

３．３．木賀

　宮城野第６号の泉温及び湧出量の経時変化を、図９～

１０に示した。湧出量は、ばらつきはあるが、横ばいの

傾向であった。泉温は、１９９０（平成２）年４月には３９．８℃

であったが、徐々に低下し、２００３（平成１５）年３月には

３６．５℃となった。

　小田原保健所では、所管地域の全ての温泉について、

年に一度（近年では２年に一度）、実態調査を行っている。

宮城野第６号の１９６３年以降の泉温について、当所の観測

結果と保健所の実態調査結果を併せて図１１に示した。両

者のデータはよく一致しており、直線回帰計算したとこ

図６－２　 底倉温泉の湧出量経時変化（▲：温泉村第６３号、
　　○：温泉村第６８号）と箱根町小涌谷の降水量

図８　 宮ノ下温泉の湧出量経時変化（●：温泉村第５０号）と
箱根町小涌谷の降水量

図６－１　 底倉温泉の湧出量経時変化（×：温泉村第２８，２９号）
　　と箱根町小涌谷の降水量

図７　宮ノ下温泉の泉温経時変化（●：温泉村第５０号）と
　　　箱根町小涌谷の降水量

図５　底倉温泉の泉温経時変化（×：温泉村第２８，２９号混合泉、
▲：温泉村第６３号、○：温泉村第６８号）と箱根町小涌
谷の降水量
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ろ、当所の観測結果はｙ＝－０．０００６ｘ＋４６．７８８（Ｒ２＝

０．８５１４）、保健所の結果はｙ＝－０．０００６ｘ＋４６．０７９（Ｒ２＝

０．９４６５）となった（式中のｘは、１９６３年１月１日を１とし

たときの経過日数）。このことから、宮城野第６号は、１９６３

年以降、０．２℃/ 年の割合で泉温が低下していることが明

らかとなった。

３．４．姥子

　元箱根第４号及び第２０号の泉温の経時変化を、図１２に

示した。降水量の影響で、時期によってばらつきはある

ものの、長期的には、両源泉とも約５０℃で安定していた。

３．５．芦之湯

　芦之湯第１号及び第９号について、泉温の経時変化を、

図１３に示した。芦之湯第１号は、降水の影響と思われ

るばらつきが大きかったが、芦之湯第９号については、ば

らつきは小さかった。両源泉とも、１９９０年以降、泉温は

低下傾向が見られ、直線回帰計算したところ、芦之湯第

１号は－０．１５℃/ 年、芦之湯第９号は－０．３５℃/ 年であっ

た。しかし、１９６７年以降の泉温の経時変化をみると、芦

之湯第９号は１９８７年をピークに山型の温度変化を示して

おり、２００２年末の泉温は、１９７０年前後とほぼ同程度で

あった。また、芦之湯第１号については、１９８５年以前の

データは観測されていないものの、芦之湯第９号と同様

な山型の変化をしているものと推察され、泉温は１９７０年

前後と同程度であると考えられる（図１４）。

３．６．湯ノ花沢

　湯ノ花沢湧泉は、２０００（平成１２）年から測定を開始した。

泉温の経時変化を、図１５に示した。この湧泉は、降水

量の影響による泉温の変化が大きく、２００２（平成１４）年１０

月始めには、台風２０号による大雨の影響で、泉温が６０℃

図１２　姥子温泉の泉温経時変化（▲：元箱根第４号（岩風呂）、
○：元箱根第４号（水晶風呂）、×：元箱根第２０号）と
箱根町小涌谷の降水量

図１５　湯ノ花沢温泉の泉温経時変化（◇：湯ノ花沢湧泉）と
　　　箱根町小涌谷の降水量

図１１　木賀温泉（宮城野第６号）の泉温経時変化（当所のデー
タと保健所データの比較）

図１４　１９６７～２００２年の芦之湯温泉の泉温経時変化
　　　（▲：芦之湯第１号、○：芦之湯第９号）

図９ 　木賀温泉の泉温経時変化（○：宮城野第６号）と
　　　箱根町小涌谷の降水量

図１０　木賀温泉の湧出量経時変化（○：宮城野第６号）と
　　　箱根町小涌谷の降水量

図１３　芦之湯温泉の泉温経時変化（▲：芦之湯第１号、
　　　○：芦之湯第９号）と箱根町小涌谷の降水量
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台まで低下した。

３．７．水位観測をした温泉井（小涌谷・強羅・久野）

　小涌谷の温泉村第１３３号の水位は、降水量の影響によ

り、夏季に上昇し、冬季に低下する季節変動がみられた

が、長期的にはほぼ横ばい傾向であった（図１６）。強羅の

宮城野第１１８号の水位についても、同様に、季節変動が

みられ、長期的には横ばいであった（図１７）。

　久野観測井の水位について、１９７２（昭和４７）年以降の観

測結果を図１８に示した。１９８０（昭和５５）年後半から１９９４

（平成６）年の間は、ほとんどデータがないが、観測開始

時から水位が徐々に低下していたものが、１９９５（平成７）

年以降上昇に転じる傾向がみられ、１９９８（平成１０）年には、

観測開始時のレベルまで回復した。

４．まとめ

　箱根火山の代表的な泉質の温泉について、１９９０（平成

２）年から２００２（平成１４）年までの、泉温、湧出量、水位

の観測結果をまとめた。

　底倉温泉の各観測井の泉温は、０．５～１．５℃/ 年の割合

で低下していた。また、木賀温泉の宮城野第６号は、泉

温が０．２℃/ 年の割合で低下していた。その他の観測井の

泉温については、横ばい傾向であった。

　水位の観測井について、長期的にみると、水位はほぼ

横ばい傾向であった。

　源泉の泉温等について、長期的な変動を把握すること

は、温泉資源を保護するためにも、火山活動を監視する

ためにも重要である。今後も、箱根火山における温泉の

観測調査は継続していく予定である。
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付表１－２　湯本温泉（湯本第９号）の観測データ付表１－１　湯本温泉（湯本第３号）の観測データ
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付表２－１　底倉温泉（温泉村第２８･２９号混合、第６３号及び第６８号）、宮ノ下温泉（温泉村第５０号）の観測データ
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付表３　木賀温泉（宮城野第６号）の観測データ付表２－２　底倉温泉（温泉村第３０号）の泉温観測データ
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付表５　芦之湯温泉（芦之湯第１号及び第９号）の観測データ付表４　姥子温泉（元箱根第４号及び第２０号）の観測データ
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付表７　 小涌谷温泉（温泉村第１３３号）、強羅温泉（宮城野第１１８号）及び久野観測井の
　水位観測データ

付表６　湯ノ花沢湧泉の観測データ
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